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1 は じ め に

岩手県において納豆用大豆「コスズ」は,県中北部では

県南部に比べ低収で,他品種より収量や粒大の年次変動が

大きい ヽ また,晩播栽培は極小粒歩合の向上に有効だが ,

小粒も含めた全体の収量は低下し
2)年によっては登熟初

期の低温による障害位の発生が懸念される
8ゝ

ここでは,1993年の異常気象下での試験結果と上述の既

知見をもとに,新たに岩手県内の地帯別に「コスズ」の好

適栽培法を示した。また.粗収入の試算により,こ の栽培

法や本品種についての経済評価を行った。

2試 験 方 法

は)地帯別栽培法
岩手農試及び同分場における作況試験と既知見 り`に加

え,低温少照年の1993年における以下の試験をもとに,岩

手県の地帯別収量目標,栽培法 (播種期,栽植密度),期

待生育量を示した。

1)気象と栽培法の影響試験―圃場試験
試験場所 :岩手農試 (普通畑,厚層腐食質黒ボク土)

施肥量 :N-04,P,06-18,K,0-13(kg/a)
「作況試験J播種期 :5月 19日・栽植密度 :1111本 la

「栽培法試験J播種期 :3段階
-5/20,6/4,6/18(月 /日 )

栽植密度 :5段階-476,714,1429,1905,2857(本 /a)
2)土壌タイプの影響試験-1/2000aヮ グネルポット
播種期 :6月 10日 試験場所 i岩手農試 (網室内)
施肥量 :N-04, P206-25,K夕 0-18(kg/a)
供試上壌 :①岩手農試火山灰土②同県南分場褐色低地土

12)粗収入の試算

1991～1993年 (一部1987年)の播種期試験をもとに,標
準的な播種期と晩播の粗収入を比較した。また,日標収量

と極小粒歩合から試算した「 コスズJの粗収入と,普通大
豆の粗収入 (198b～ 1992年の作況試験における平均収量か

ら試算)の比較を行った。

3 試験結果及び考察

(1)地帯別栽培法

1)気象と栽培法の影響試験 :1993年の作況試験にお
ける「コスズJの百粒重は平年比63%と 小さく,晩生品種
のため遅延型冷害が顕著で未熟粒が多かった。未熟粒歩合

は晩播により高まり (図 1),未熟粒の発生には登熟期間

の降霜が大きく関与した (図 2)。 これらから,晩成品種

である「 コスズJの晩播栽培は収量・品質低下を招くこと

があり,通常年でも登熟期間に降霜がみられる県中北部で

はその危険性が高い。

2)土壌タイプの影響試験 :褐色低地土区が火山灰土
区よりも旺盛な生育相を示し,百粒重が大きく,多収であっ

播種期 (局 ′日)

図 1 播種期と遅延型冷害
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図2 登熟期間の百粒重の推移
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た (表 1)。 この試験結果は岩手県内の土壌型別の大豆の

生育相及び収量性についてのおおまかな傾向を示すもので

ある。

表 1 土壌型と生育・ 粒大・収量

214
714

以 Lの 1993年の試験結果及び過去の知見から解明された

「コスズ」の栽培特性をもとに,岩手県における「コスズ」
の収量目標,栽培法,期待生育相を設定した (表 2)。

その主な特徴は,RЭ気象・ 土壌条件が異なる地帯別の

収量目標-10a当たり県北部210kg,県中部240kg,県 南部
300kg」「②極小粒歩合向上よりも多収と品質安定に重点を

おいた播種期―地帯別の大豆の標準的な― rJ内の早播J

「③十分な生育を確保しつ極度な倒伏を避けるための栽植

密度」である。

表2 岩手県の地帯別収量目標・栽培法・期待生育量

目標収量(kag/10a)
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図4 粗収入と収量
注 極小粒価格が約 2倍の場合 :40,000円 /611kg

表3 地帯別目標収量による「コスズ」の粗収入と中
粒大豆の場合に粗収入が同額となる収量
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21,000円

22.000円

23,OIXl円

24,000円

コスズ

a

98,194

99,847

101,718

103,888

105,758

5・ 20～ 5・ 25  5。 20～ 5・ 30  5,30～ 6・ 15
15,000前後  15,001前後  12,000前後

80～lll 1   85～ 105   90～ 110
llXXl～ 17X1 1200～ 1700 1500～ 21Xlll

95～105  100～ 110  10o～ 115
40-60       30～ 50       25-50

注 *′斃 価格18,220 中粒価格14,616円 /60kg

が収益面でも有利といえる。

次に,こ こで示した栽培法により期待される「コスズ」

の粗収入を普通大豆品種と比較すると (表 3),県南部で
は「ナンプンロメ」及び「スズカリ」より高い。一方,県
中北部では,仮に極小粒価格が現在の約 2害1増 (表中の点

線枠)と ならない限り,現在の価格体系での粗収入は「 ナ
ンプシロメ」並で「スズカリ」より低いと考えられる。

4 ま と め

岩手県における「コスズ」の多収と品質安定には,標準
的な播種期での栽培が良い。普通大豆と比べた「コスズ」

の収益性は県南部で高く,県中北部では並か低いことから,
産地での指導,新品種選定の際には留意が必要である。
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体となる粒径49～55mの収量が全収量

(a 粗収入の試算
1992年の大豆価格による試算では,1991～ 1993年のいず

れの試験年次でも,標準的な播種期の方が晩播より多収な

ため粗収入も高い (図 3)。 極小粒価格が上昇 したと仮定

すれば,極小粒歩合の高い晩播で粗収入が高くなる1992年
の事例があるものの,全体でみると粗収入と収量の相関は

高い (図 4)。 このことから,多収に重点をおいた播種期

試験年次 (年)と ll種期 (月 ′日)

図3 播種期と粗収入
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